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　めん羊の妊娠期間は150日前後であるが、繁殖季節をもつ動物のため通常は年に1度だけ分娩を

行なう。季節外繁殖は年2圃の分娩や、ラム肉の通年供給のための任意の時期の分娩を可能とし、

めん羊の生産性の向上への期待が大きい。本研究室では、198〔庫以来ホルモン処理によるめん羊の

季節外繁殖の実用化試験を行な。てお・、すでに本研究報審にも鞍した．今回は、今までのホ，．

モ・連嚇肉躍やホルモ・を浸み込、せた。ポリ鍛、，勧甑かつホルモ。の撒揃

止でき・方法としてホルモ・を溶かし込んだシ・・ンラ．・一，。グ段を蹴し、特に本灘よる

黄体ホルモン物質処理とPMS投与のタイミングについての検討を行なったのでその結果を報告す

るo

材　料　お　よ　び　方　法

　試験1　本試験は1984年春季に行なった。試験に用いためん羊は、本学部附属大室農場ならびに

長野県坂城町にある池田サフォーク牧場に飼養中のサフォーク種および同系雑種の成雌羊24頭であ

る・医療用シリコン（Sil・・ti・・382，　M・di・al　G・ad・，　El・・t・m・・，　D・w　C。mi。g　C。．，　U、S．

A）に黄体ホルモンであるプ・ジ・ステ・ン（P・・9・・ter・n・，　C・lbi・・h・m－B，h，i。g，　U．S．A）粉末

800mgまたは合成黄体ホルモン物質であるMAP（Metyl－Acetoxy－Progesterone，　SIGMA，　U．　Se

A）粉宋80mgを溶かし込み、外径6．0　cm、内径4．6απのリングを作成し黄体ホルモン物質含有膣用

リングとした。このリングを供試羊の膣内に10日間挿入し、リソグ除去直後にPMS（セPtトロピン

帝国継株式会社）を1…咽騨位・回だけ筋肉注射（リ・グ除去0日PMS注射とする）した．発融

らびに交配は、種雄羊にマーキングハーネスを装着し交配の有無を確かめた。

　試験、U　本試験は1985年春季に行なった。試験に用いためん羊は、本学部附属大室農場ならび

に池田サフォーク牧場に飼養中のサブth．一ク種ならびに同系雑種の成雌羊39頭である。前回と同様

にブ゜ジ・ステPtソまたはMAPを溶力・し込んだ齪シリ・ンリ・グを用・・た。このリ・グを供雌

羊の膣内に1°日間挿入し・PMS1，…臨戦を・・グ除去48Httf間前（一2日区）、24時間後（・・日区）
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ならびに48時間後（＋2日区）に1回だけ筋肉注射した。なおMAP80mgとプロジェステロン800mg

含有の膣リングでは発情誘起率や分娩率はほとんど差のないことは試験1より確かめられている。

発情ならびに交配は試験1と同様に行なった。

　試験班　本試験は1986年春季に行なった。試験に用いためん羊は、本学部附属大室農場で飼i養

中のサフォーク種ならびに同系雑種の成雌羊22頭である。前回同様のシリコン膣リングに

MAP80mgを溶かし込み供試羊の腱内に10日間挿入した。　PMSは、1，000国際単位をリング除去

48時間前（－2日区）または直後（0日区）に1回だけ筋肉注射した。発情ならびに交配は、4月に行な

った試験では種雄羊を8時間おきに30分間同居させる方法をとり、6月の試験では8時聞間隔で種雄i

羊を同居させるが交尾時に射精を確認した時点で別居させる方法をとり種雄羊の負担をより軽くし

た。

結果および考察

　試験1　プロジェステロンとMAPの比較についての結果は表1のとおりである。交配率は、プロ

ジェステロン区では12頭中全頭で100％であり、MAP区では12頭中11頭で91．7％であり極めて好成

績を示した。分娩率は、プロジェステロン区では交配羊12頭中3頭で25．0％であり、MAP区では11

頭中3頭で27．3％にとどまった。交配率および分娩率において両区間に有意差は認められなかった。

今回は、PMS投与のタイミソグとしてリング除去直後に注射したが金体的（プPジェステロン区＋

MAP区）には、交配率は24頭中23頭で95．8％分娩率は23頭中6頭で26．1％となった。今回の試験で

は、シリコンラバーリングを用いたことにより前回までの膣スポンジ法に比べホルモンの損失防止

やホルモン処理方法の容易さの点でより効果的であることが確認された。交配率と分娩率に注目す

ると交配率は高いにもかかわらず分娩率は予想以上に低かった。そこでこの原因の一つとして、黄

体ホルモン物質処理とPMS投与のタイミングが雌羊の排卵・授精に影響を与えているのではない

かと考えられ、PMS注射時期の再検討が必要とされた。

　試験皿　PMS投与のタイミングについての結果は蓑2のとおりである。交配率は、－2日区では

14頭中10頭で71．4％、＋1日区では16頭中15頭で93．8％、＋2日区では9頭中5頭で55．6％となり＋1日

区が他の区に比べて高い傾向にあった。分娩率は、－2日区では10頭中5頭で50．0％、＋1日区では15

頭mp　4頭で26。7％、＋2日区では分娩せず0％となり一2日区が他の区に比べて高い傾向にあった。交配

率に注目すると＋1日区、分娩率に注目すると一2日区が最も適したタイミングであると思われた。

ここで交配率では試験1の0日区が今回最高の＋1日区を上回る値でありこの点については再検討が

必要であり、また分娩率が最高であった一2日区についても再検討が必要であろう。しかしなお黄

体ホルモン筋肉注射法での分娩率66。7％（1980年）および71．4％（1981隼）に比べ分娩率が低いため
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今後実用化に向けて更にこの原因の究明が不可欠と考えられた。そして、我々の他の実験観察（本

研究報告に別発表）から種雄羊の精液劣化が予想され原因の一つとも考えられた。

　試験皿　PMS投与のタイミソグについての再検討の結果は表3のとおりである。交配率は一2日

区では11頭中9頭で81．8％、OB区では11頭中全頭で100％となり0日区が一2日区に比べてわずかな

がら高い傾向にあった。分娩率（受胎率）は一2日区では9頭申5頭で55．6％、0日区では11頭中5頭で

45．5％となり一2日区が0日区に比べてわずかながら高い傾向にあった。この結果は、Roberts
　　　　　　　　　　6．7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）　　　　　　　　　　　　　　　　9）

and　Edgar　（1966）、　Steele－Bodger　。（1969）、　Fukuiら（1985）

の報告と同じ結果となったが、供試雌羊頭数に対する分娩雌羊頭数の率は両区とも

11頭中5頭で45．5％と差はみられなかった。この分娩率は試験工およびHに比べると高いがまだ充分

満足いく結果ではなかった。これは、前記のように種雄羊の精液性状の劣化によるところが大きい

と考えられた。実際4月の30分同居での分娩率は両区とも4頭中1頭の25．0％であったが、6月の交配

に制限を力販た方法では両区とも7頭中4頭の57．1％となり分娩率の低下の原因として種雄羊に与え

る負担が大きいことが実証された。今後は厳しい制限下でのハンドサービス、または人工授精など

の方法で種雄羊の有効利用を行なう必要があると考えられた。
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表2　PMS注射時期にっいての比鮫　　　（ig85年）

ホルモンおよ　生無月日　品種　　処理期間　　　PMS　前回分娩　　分娩からの　交配　交配率　　分娩　　　分娩率

ぴ羊番暑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経過日数

リング除去48時間前PMS注射（－2日）区

Prog，800陶9

　　　1322　　 S2／L8－2／282／26昭和59．1249日以上3／1　　7／25♂♀

　　　0004　 S躍　”　〃　π　3／1　－　　　0003　 Sn　躍　〃　n　3／1　7／24♂♀
　　　　182　 S擢　n　俘　即　一　

一

Prog．400団9

　　　　25　　S2／26－3／83／6 n　57日以上一　　一
　　　　24　 S”　”　躍　躍　3／15　－　　　0001　 S擢　彪　躍　”　－7L4罰1－　50．0罵　　　1934　　　　　　　　　　　　　　S　　　　　　　押　　　　　　　　躍　　　　　　　　”　　　　　　　　”　　　　　　　　3！10　　　　　　　　　　　欄隔

　　　0012　 Sn　凝　”　躍　3！10　7／29♀
）4AP　80　ms

　　　　20257。9．6S5／4噸5／！45／122／6♂87　5／15　　－
　　　　103　　　56．　2L　18　　　　雄　　　　　　κ　　　　　　　　〃　　　　　　2／22　　♂　　　　？1，　　　　　　　5！15　　　　　　　　　10／9　　♂

　　　　117　　　57．　2．18　　　　S　　　　6！10－6／20　　　6／18　　　　4！　6　　♀　　　　65　　　　　　　6／22　　　　　　　　　11／9　　♀

　　　　323　　　59．　3，裏9　　　　雑　　　　　　躍　　　　　　　　〃　　　　　　　　来　　経　　産　　　　　　　　　 6／22　　　　　　　　　　　－

　　　　11957．2．20S　”　n59！10／17♀236　－　　一
リング除去24時間後PMS注射（十1日）区

Pro8．　800　mg

　　　OO13　　　　　　　S　　2／26－3／8　3／9昭和59．12　57日以上　　3／11　　　　　－

　　　1857　 S擢　”　e　即　3／10　－Pro8．　400　mg

　　　1869　　　　　　　　　　　　　　S　　　　　　 ”　　　　　　　　〃　　　　　　　　”　　　　　　　　厚　　　　　　　　3／10　　　　　　　　　　　－

　　　1245　　　　　　　　　　　　S　　　　　 ”　　　　　　　〃　　　　　　　”　　　　　　　”　　　　　　　3／11　　　　　　　　8／3　♂

　　　1848　 S昂　〃　”　”　3／10　－　　　OOO5　 S”　”　〃　”　3！lt　－　　　　23　 S躍　π　n　”　3／1293．8罵一聯　26．7寓
MAP　80皿9
　　　　008　　　55．　5．　1　　　　S　　　4！30－5／10　　　　5！1且　　1／28♂♂♀　　　　92　　　　　　　5／14　　　　　　　　　　　－

　　　　20758．2，24　S5／4－5／145／t52／12♀　8・1　 5！17　　－
　　　　30859。L20　S　〃　5／153／3♂　62　5／17　　－
　　　　208　　　S8．　a．　3　　　　雑　　　6／10－6／20　　　　6／21　　二／28　　♀♀　　　162　　　　　　　6／23　　　　　　　　　　　－

　　　　30459．L5　S　〃　6／213！26♀　76　6／23　 11／玉5♂

　　　　122　　57．　且24　　　雑　　　　　n　　　　　　　6／2t　3！26　　♀　　　　　76　　　　　　6／23　　　　　　　　11／16♂

　　　　120　　57．　2，20　　　S　　　7／3－7！13　　　7／置4　5／28　♂　　　　　日6　　　　　　7／16　　　　　　　　12／5　♀

　　　　205　　　57昌　9，14　　　　雑　　　　　　　尼　　　　　　　　　7／14　　3！15　　♂　　　　　 110　　　　　　　　？／16　　　　　　　　　　　　－

　　　　027　　　55912．14　　　　雑　　　　　　躍　　　　　　　　7！t4　　59／9〆8♀4　　　　297　　　　　　　　舳●　　　　　　　　　　　　　一

1」ング除去48時間後PMS注射（十2日）区

Prog．　8GO　mg

　　　1635　　 S2／18－2／283／2昭和59．1249日以上3／12　　－
　　　　193　 Sπ　〃　〃　擢　一　 一

　　　114t　 S〃　〃　躍　瀞　一　 一

MAP　80口8

　　　　52652．2，8S4／30－5／105／五21／18♂102　－55．6篤一　〇・駕
　　　　209　　　58．　3．　3　　　　S　　　　　　　”　　　　　　　　〃　　　　　　1／22　　♀　　　　98　　　　　　　5／14　　　　　　　　　　　－
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